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作品概要説明資料 

本ゲームは誰からもサポートもなく、独学で完全に一人で作りました。 

モデリングからステージ構成、テクスチャやシステム構築、謎のエ

ラーなど、一人では大変なところもありましたが、高１の夏休みをす

べてをささげ、なんとか頑張って作り上げました。 
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区分 説明 

作品名 Isolated Area 

ゲーム概要 

●ジャンル：ホラーアドベンチャー 
 
●ゲームストーリー 
12年前の事故以来閉鎖されているIsolatedAreaから不思議なことに救難信号を受信した 
主人公は救難信号の発信元を確認すべく施設にに向かうが… 
 
●ゲーム説明 
ゲームの舞台はIsolatedAreaというモダンな施設である。 ゲームの目標は救難信号の発信元を確認し脱出することだが、ス
テージ内はAreaA,B,C,Zと隔離ハッチで４つに分けられており、プレイヤーは謎を解いたり、物をめくってパスワードを見つけた
りして先へ進んでいく。 
施設内には敵が徘徊しているが、プレイヤーは武器は持っていないので敵からひたすら逃げるスタイルとなっている。しかし、
自分が敵に見つかった時しか敵は追いかけてこないため、うまく物陰に隠れたり、懐中電灯の明かりを消してじっと止まってい
ればやり過ごせる。見つかるか見つからないかのスリルがなかなかたまらない。 
本ゲームはエリアを進むごとに難易度は上がっていき、徐々にゲームになれるスタイルとなっている。また、オートセーブ機能
を搭載していて、ゲームオーバーになってもすぐにやり直せる。 
難易度はfunny , safe , normal , danger , hellの５種類あり、一番簡単なfunnyは敵が出現しないどころか楽しい曲が流れるように
なっていて、ホラー要素が苦手な人、謎解きだけやりたい人などのニーズに応えられる。 
市販ゲームのようにイベントが発生したり、カメラワークを工夫したりしている他、QRコードリーダーを使った扉のアンロッ
クなど、画期的なものを取り入れている。 
 
●さまざまな扉のアンロック方法 
1.パスワードを入力してアンロック 
2.カードキー(QRコード)を読み込ませてアンロック 
3.ゲーム内のPCを利用して遠隔アンロック 
他にも数種類あり 
 
●謎解き要素 
ゲーム内には様々な謎解き要素があり、謎解きにはゲーム内のオブジェクトを使うほか、プレイヤーの手元にあるカードキー
(QRコード)に印刷されている記号を利用して謎を解く場合もある 

ゲームの目的 地下1500ｍにあるIsolatedArea(隔離区域)が舞台 エリア内を探索し、迫りくる敵をかわしながら施設からの脱出を図る.  

ゲームクリア条件 施設から地上に脱出できればゲームクリア 

ゲームオーバー条件 敵に殺されたらゲームオーバー 

備考、注意点など マップが広いため、性能の低いＰＣだと少々重い また、方向音痴の人だと迷う(一応、ゲーム内にたくさんMapをおいた) 

作品概要  



3 

ゲーム説明/システム  

UniRxとLINQを使った 
効率的プログラミング 

地上ステージ 

施設（地下） 

メニュー画面 

例えば、n秒後に何かを 
しようとするとこうなるが、 

UniRxを使えば、 
関数が一つで済む。 

上空ステージ 

ゲームの軽量化 

オクルージョンカリングを適用し、 
余分なものをレンダーしないようにし
た。 
 
また、ライト系はできるだけBakedに
しており、カメラごとにレンダーする
ものをレイヤーで分けている。 

豊富なGUI 
パスワード入力画面 

QRカード読み込み画面 

コンピューター画面 

ルックオブジェクト画面 

ゲームプレイ画面 

QRカード 

本ゲームではQRカードを利用して 
ドアをアンロックすることができる。 
 
VR、ARに並び、これも一種の拡張現実 
ではないかと考える。 

Webカメラの 
プレビュー 

初心者サポート 

ゲームのプレイ中に自分が何をするべき 
なのかわからなくなることがたまにある
が、本ゲームは自分が何をするべきかが
一目でわかる「タスク」機能を搭載して
いる。 
 
また、ホラー要素が苦手な人でもプレイ
できるよう、敵が出ない、ホラー要素が
無効化される、おまけに楽しい曲が流れ
るFUNNYという難易度を用意してある。 
ゲームのストーリーだけ楽しみたい人、 
謎解き要素だけ楽しみたい方にもおすす
めできる。 
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ページ数が足りない場合や、モバイルやタブレット端末、 

ヘッドマウントディスプレイ、キネクトなど特殊な操作が必要となる場合は 

ご自身で操作説明ページをご用意ください。 

 

推奨するデバイスの操作説明を記入してください。 

（全てのデバイスで操作を記入する必要はありません） 

作品の操作説明 
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【左クリック】 
 

ＧＵＩ操作 

【右クリック】 
 
 

【マウスホイール】 
 

ＧＵＩスクロール 

【マウス移動】 
 

視点移動 

作品説明（マウス）  

備考 なし 
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【W】前進 
【A】左 
【S】後退 
【D】右 

【Enter】ＧＵＩ決定 【Space】ジャンプ 

【R】オブジェクトを全方向から見る  
   /アクション 

備考 
キー操作がややこしいが、押すべきキーが表示されるよう工夫されている
のでキーを覚える必要がない  

作品説明（キーボード）  

【E】ドアを開ける 

【Ｑ】ドアのロックを解除する 

【F】会話スキップ 

【F5】スクリーンキャプチャ 

【LeftShift】ダッシュ 

【Escape】ポーズ 

【L】懐中電灯のON/OFF 
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【左スティック】 
移動 

【十字キー】 
なし 

【Aボタン】 
ＧＵＩ操作 キャンセル 
【Bボタン】 
ＧＵＩ操作 決定 
【Xボタン】 
アクション 
【Yボタン】 
ポーズメニュー 

【右スティック】 
視点移動 

【Lトリガー】ジャンプ 
【LBボタン】懐中電灯On/Off 

【Rトリガー】ダッシュ 
【RBボタン】会話早送り 

作品説明（パッドX b o x系）  

備考 
イベントに合わせて振動する 
ゲーム開始時にInputManagerでプレイヤーに設定してもらう必要がある。 
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操作説明（パッドS O N Y系）  

作品説明（パッドS O N Y系）  

備考 
イベントに合わせて振動する(XInput方式のみ) 
ゲーム開始時にInputManagerでプレイヤーに設定してもらう必要がある。 

【十字キー】 
なし 

【左スティック】 
移動 

【◯ボタン】 
ＧＵＩ操作 決定 
【☓ボタン】 
ＧＵＩ操作 キャンセル 
【△ボタン】 
ポーズメニュー 
【□ボタン】 
アクション 

【右スティック】 
視点移動 

【L1ボタン】ジャンプ 
【L2ボタン】懐中電灯On/Off 

【R1ボタン】ダッシュ 
【R2ボタン】会話早送り 
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+ 

操作説明（パッドS O N Y系）  

作品説明（Q Rカード）  

備考 
印刷するのが手間だという人は、設定でQRカードの使用をOffにすること
ができる。 しかしその場合、QRカードを使用する謎解きなどもすべてス
キップされてしまうので注意が必要である。 

【カードカラー】 
それぞれのカードが持つ色です。 

【QRコード】 
このカードの心臓です。 

【カード名】 
カードの名前です。 

【記号】いつ使うかは 
わかりません。 

【数字】いつ使うかは 
わかりません。 

全６枚 


